
グローノUレ・ヒストリーのなかの宗教伝道
植民地時代における知の生産

玲酎年、若きドイッ人宣教肺べルンハルト・シュレーゲル訂゛イツ南j卿祁ヴュルテンベルケ地

力生まれのプロテスタント宣教師、 1827-1踊9年〕は、後にドイツの植民地となるアフり力西海

ゴのエウェ族の村近くに位陞するきわめて製莎朱な場所について記述するなかで、呪物jキ1 ト

fetishとして知られることになった*"パニついて以下のように語ウている。「この編み細工を被0

た粗野な人而のおぞましく、不雜工な顔つきは何たることか。これには、鳥の娠や血、おそらく

人殉の」m、ほかにもあらゆるものが塗りこめられてぃるのだ。これそまさに捗剖勿である!」Ⅷ

この発見の後それほど時を靴かずして、ますます多くの宣效部たちが、サモアで島みうが、ド

イツ領東アフり力であろうが、カメルーンで島乃うが、植民地のいたるとこみで呪物の発兄に齢

起となった。呪物であれば何でも宣敦師たちの注Hを染めたのである。宣゛幻蔀のなかには、それ

らを研究して論文を発尖するなかで、あれこれの呪物の愆眛を誠.倫し、それにかんする知靴をー

少なくともキリスト教一世界全体に広める者たちもいた。被らは、批界に広'がる独1打の,1i丁掘1可路

やそれに接絲した回銘を使って、これらの,"物に凶する知滋を公喪したのである。そしてこの

ネットワークは巨大であった。なぜなら、特に知の山界では、宣敦師ば批界で簸初かつ靈要な担

い乎の一人であったかみである.。

近牟、この',1Πこついていくつかの研究が行われ、多くの研究が伝述団について焦"1J:を当ててい

るが劇、宣教怖たちが世界の知,蔵央に果たした4艇fの寄与について、今後さらに解剛されなけれ

ばならないことは多い。多くの剛いがなお淡諭に削かれている。我々は宣散師たちの好奇心に4寺

村な汎点というものを語ることができるであろうか。その知の領城は、もっぱら、あるいは排他

的に宣教師によってのみ取り刷ほれたもので島ウたのか。彼らは他の側而を強讓した1}、あるい

は儀礼のようなある現染の特定の要索を憾隆したのであろうか。そしてどのような娩点におい

て、彼らの知識は宗敦的な、あるいは世俗的な何池"の一都であったのだみうか。

父1、下、第一章においてまず、すでによく研究されている伝逃のグローバルな汰元と彼らの知の

生産の形態について導入的な注釈を加えたのち、第二章において展開されることになるヰ・,'じ、的な

議論とは、知の世界への宣教卸たちの寄匂・は、彼らの無道糠域におけるけ常の活動から生じたも

のであった、ということである。それゆえ、それは宗教活動に対して付加的なものであったとい

うよりは、まさにその一部であったと呈Ⅲ鄭さ九うるものである。そして築三章において示される

ように、この窃.iは、被らが主に宣伝的な目的、いわば井等戈約プロパガンダとも詮いうるものの

ために生み出した他の種類の知ど密接に関速しているのである。これらの相互に衛接に関迎し、

ともに日々の伝述活動の中から生じたさまぎまな知の可リ瓢を 1つの分析的な枠組みに透くことに
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よって、我々ははじめて、長い19伽締己におけるグローバル化Lた知の世界への宣敦師の特有の寄

匂・として私力巧E裟することを概観することができるのである。私の主張は、この特有かつぉそら

く他に類を見ない寄勺・はある種の境界設定であった、というものである。被ら宣教師たちは、糧

俗的なものと宗教的なもの、宗教的なものと魔術的あるいは迷信豹なものの岡を分かつカテゴ

リーを助長した。この境界設定はさまぎまな規模において地動しており、末尾1・こ示すように、そ

れが力を失うことになるのは第一次也界火戦後になってからのことであった。

1.交差・錯綜する宣教師たちの世界

ドイツ人宣教師のほとんどは、カトリック教徒であれプロテスタント教徒であれ、大都市から

逮く隣れた村落地域出身で島り、農村的でありまたしぱしぱ小市民的出喰を摘勺ていた。とはい

え、宣教師の躬女たちの多くはヨーロッパ外の伐界に対して興味を持ち、なかには学闇的樹刈心

を持つ者もいた山。被らはヨーロッパを謝tれ、'世界を見てみようとする好・寄心を托一ていたが、

それを満たすためには、伝道という手段が不可欠であ0た。ヨーロッパ以外の世界を見ることが、

ドイツが植民地保有倒となる前においても可能であったのは、ドイツの伝道協会と伝道修道院が

イギリスやフランス、スペインやポルトガル、さらにべルギーやオランダの伝道団と密接な1判係

にあればこそであった。

こうしたものには、 18心年にポーリーヌ・ジャリコ(フランスの世俗カトリック活動家、

17鵬・18腿年〕によ 0てりヨンに股立され大: H禽痢P誓及協会Soci6t6POW'1a pmpog加伽 delo「oi」を

斜勺11したものや、ナンシーに創設された n誓子宣敦会L住UⅦCdelasail]1e・Enfa訂CeJ の助けを1昔

りた場合などが含まれるが、これらはともに力 1、りツクであウた恂。一方、テオドール・フリー

トナー〔ドイッけ・吼峡祁へッセン地方1_"身のプロテスタント聖職者、玲00・玲64珂のようなプロ

テスタントの指導者が企砥した「社壬U宗好」という回路もあり、フリートナーはロンドン1,こおい

て現地の巨大な伝道組織と接触することになった。当初より、伝道は国境を越えるものであり、

さら1こいえばグローバルな組織であった励。18船年にシカゴで関催される世界宗教圭、礒よりも

ずっと以甫jから、定拶伯りな会合がスカンジナヴィア、イギリス、アメリカ、ドイツ、そしてスイ

スの宣教師たちの剥で開桜されておりm、世界規模の宗教的ネットワークが確立していたのであ

る.。宣教師たちによって倒際会議が捌催され、彼らはまたロンドンの「地理搦会」やドイッの

「アフり力1高圭U、あるいはフランスの北アフり力探検を目的とする纏織などによって枇築され

た他のネットワークの角際会議に参加した。より蔦硫に言えぱ、カトリッケとプロテスタントの

2つのネットワーケが形成され、ヨーロッパの符"な主要地域を相五に、そしてアフり力やアジ

アの植民地とも結びつけたのである。それらは靈なり合うことは稀であったが、にもかかわらず

お互いを認、識しており、競争心や不信感による観察によって、亙いに結ぴついていたのである。

これらのネットワークは安定した、易瑶売的な枇造の定着を而Π走にしたが、それらは皆、「異教

従」に福音をもたらすことを促進することを目的としていた。そのなかで段階的に、国際的なレ

ベルでの定期的な会合だけではなく、宗教都癌占のグローバルなメディア市場が生まれていくこと
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になクた。たとえぱ、 r信伯r曾及活動L'伍UⅥedela propagaliondela F0鵡のような緋え副よ、フラ

ンス"吾、オランダ語、スペイン語、イタリア語、ドイッ語、英語、ポーランド語さらにはフラ

マン語、バス広清などで古か丸た記取を刊行し、その発行部数は30万部を超えるものであっナ、側

同時に、 1引内豹、あるいは麺際的に級織された茲金活動団体、伝道協会(ドイッでは

Mi齢ionswNmeと名付けられた)がヨーロッパ大1雀にi使生した。ドイツの場合、それはとくに都

市から際鉾Lた於村地城に急、速に広がっていうた卿。要するに、伝道団は世界規模のオ゛ソトワー

クを形成し、同時に他のネットワーケの一部になることで、さまざまな世界と専門知滋を鈷びっ

けたのである。さらに言えぱ、被らは最初のグローバル・プレーヤーであり、それによってグ

ローバル化の立雛研染に立っていたのである。

この宗教的導門知淑のグローバル化は、少なくとも2つの側而を有してぃた。それらは密接に

結びクいてはいたが、一方はより1留竒を伝えることに関わっており、他方は知の生産に1獅係して

Lプ'●ここで知とは、「合理的根拠をもつ候向がある経験的に検証可能な仮説と理論であり、本

質的に科学によって膝放された経験的知滋領域を包含する」釦ものとして、広く定美しておくこ

とにする。玲06年に雑i'「人類An111r叩OS,;をf"刊した神井会のヴィルヘルム・シュミットのよう

な宣救師は、この第二の而の伝近活動の代爽的な人物であった。彼は次第に学術的な野心を発屡

させていくことになる。たとえぱ「人鞄U は、伝迫の導門知散の学剛列内な部門を椛立するために、

宜敦師たちの研究成来にもとづく街嶢ιを公然と募染していた。彼らはさらに、宣效師による伝述

領域における学術的な知の生産を強化しさえした。加えて、ヴィルヘルム,シュミットとその他

多くの宣敦師たちば、より'世俗的な知の広篦なネットワークと接触し、その際伝逝挑,辻や■滋と

いった狭いサークルを誹れることによって、宗教的.、11門知,1以こおける伝遊分野を越えてぃったの

じある0 1皮らのなか{こは11二純な学:1打i舌皿上をⅡ足併1 し、「牙マ寺文弓{:条隹'念Archiv nir Religi01】S、visS引ISC1捻介」

のような芋ネ1覗馳遜{や、あるいはより一般向けの r夕H河D如<山1肋dj などに衛守高する名・もいオ,山

さらに多くの研究が必要とされているものの、過去数年脇に出版されたパトリッケ・ハリス、

デーヴィツド・りヴィングストンらによる多くの研究は、宣敦師が多くの学問分野に寄与.したこ

とを過小引ι飢iすべきではないことを示しているn3}。パトリック・ハリスは、スィスの宣1郊那た

ちが、橘物や昆虫、カブトムシ、その他当時の自然科学には未知の宝物に満ちた南アフり力の世

界を「候有」していく過程を追窕した。ハリスは、彼らが蝶を浦まえ、昆虫を分類し、未知の粒

について論文を11くのにいかに多くの時岡を費やしたかを述べてぃるn'カ。デーヴィット.りヴィ

ングストンは、 19糧紀の井Π到語学におけるイエズス会の重要性を強劃してぃる{愉。他にもロナ

ルド'インデンのような研究考は、インドやアジアの研究など東洋学の分野における宣手灯邪の影

粋を指摘している佃。人類学、稙物学、隈学仰、'言語学、文献学など多くのより学術的な分野

において、宣宇灯抑たちは専門・隆のぢ剖Nに寄勺.したのであるa刷。

宣教師たちが取り經んだ知の誓辻まの広い範開は、彼らが新たな学問分野の形成において果たし

た役割の多様さと同様に印染的なものである。彼らの多くは現場において日常レベルでデータを

収染し、植物を乾かし、貴靈な種の蝶を保存Lた。独特な文化的環嶢における長期滞在者として、
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彼らは儀礼を観察し、インタビューを行い、長期にわたって染めたデータを亊雜1かに書き釈め、

時にそれらを嘩鯏の学1朔島会、伝道釦木部、他の宣歌1姉たち、学者、専門家などに送っていた。

また現地の人閥として、彼らはヨーロッバから牙"仂した探検家、大学教授、アマチュア科学署ら、

述く礫れたアフり力やアジア、オセアニアの地で研究をおこなおうとする名に、生活の実際的な

脚でも寝床や食亊を挑供するなどして助け、彼らに刷辺地域の最も興味深い柚物、動物にっいて

の防縦を,.えたり、「野蛮ノU と見なされる人々の奇妙な風習にっいて説明を行ったりした。さ

らに、宣教師たちは複雑な言託にっいての記小や、・書籍も執卸1し、民話、呪物、儀礼物などを収

染してぃた卿)。彼らは、ある社会のコスモロジーの意1来を理解するために、地元の俳礼の導門

家と恊力した。つまり、多くの学井村分野は、宣教師たちの支援と地元住民との協力に依存Lてい

たのである。宣教師たちがいなければ、ヨーロッパの学術的知の世界はおそらく異なる展開τL

てしてぃたことであろう W。

2.宣教師の知の宗教的世界

しかし、福音伝述という主たる業務に並行して、島るいはそれにもかかわらず好っていた亘教

師の学井"舌動の重要性は否定すべきではないが、ここではむしろ、彼らの知の世界に対する主要

な寄り.は、そうした付加的な活動からよりも、むしろ被らの中核的な活動からであったことを強

朋Lたい。さらに言えぱ、本論の小心的な仮説となるのは、長い19世紀1・こおける知のグローバル

な川界に対する宣教師たちの特有な寄与が見1_"しうるのは、まぎにここにおいてである、という

ことである。この意味において、宣散1抑たちか生み出した知は、彼らの宗教活動の削産物であり、

それとの緊密な倒係においてぢ察されなければならない。

一見してもっぱら宗教的なものに映る宣半灯抑たちのE々の活動、すなわちキ齢斉を伝えることに

注目することによって、知の生産にかかわる研究は、宗教活動と知の形成が相互に排他的である

という思い込みに囚われてはならないことを、ここでは示したい問。むしろ逆こそが真なので

ある。すなわち、宗教活動と知W)形成は同伴していたのである偽。1児物儀礼を観察したり、仮

面の畷術的と恕定される愆味や、割礼儀式の般された側而について誠べるという、宣教部が日々

斜¥〕返し行ってぃたことは、改宗を成功させるために必要な前批条件であり、こうした観察から

新たな知の全体像が現れたのである。

新たな知が生じたのはH々の反復的な宗教活動からであると冒えるかどうか検祉するために

は、植民地時代の窒教師たちの日課を詳しく見ていや必要がある。彼らの仕事はどのようなもの

であったのか。彼らの日常生沽はどのようなものであったのか。南アフり力に拠点を羅くプロテ

スタント.ヘルマンスブルガー伝述剛〔1849年、ハノーファー王阿へルマンスブルケに設立され

たプロテスタント伝道aD の宣教肺であるハインリッヒ・ヴィルヘルム・ミュラー〔ドイツ北西

部現二ーダーザクセン地方生まれ、プロテスタント宣教部、 18器・1919イ珂は、次のように述べ

てぃる。「私の仕小.といえぱ、毎朝ドイツ霜とアフり力黒人〔K'feがK0罰日の言藥による礼拝を

おこなうことです。タカはフォルカー判1父が而j力の礼拝を行います。」岡トーゴのカトリツク訓1
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言会の宣救眺たちは、週に5回の説教と效理勝符、聖往に特に靈点、を靴いた学校での授半、贇美

歌の歌唱、さらに111Π時岡の「宗敦靜論測を行っていたi靭。他の縦告野が掛く様子も側、たよう

なものであった。盲效師たちは火半の"閥を1留音伝進と救育に贅やしていたのである。一見する

と、こうした活動の織写は、過重労働の需りであるように思われないかもし九ない。しかし、こ

の基木的だが決して容易ではない任務を果たすことはーそれは本論にとって玉要な、"であり、か

つ芋郡祭のところこの主斐な活動がいかに時岡を喪やし、鯏樹を要するものであることを示してぃ

るのだがー、少なくとも2つの禅j捉条件に依拠していた。第一に、現」仙濡の1'本を習得北てぃる

ことであり、そしてもう 1つは、彼らが働きかけようとする「災教徒」たちの心、セ批こ0いての正

硫な避辯昇である。第一の前提条件である現地語を学ぶということは、長期にわたる1示古な人々の

朝互行為の複雑なブロ七スであ0た.。あらゆる宜敦闇の縦告において、詣語・習得における様々

な困難とその兇服のためにどれだけ多くの11舸珂を必要とするかが蛍W'1されている。それは、北ド

イツイ武述1"会oyπ当文師〔1ごで゛酉'及ざILる气,ーコッ゜・シュピート〕のリ舌エテ'イット・シュピートカミ

述べているように、「谷語介助者SpmC1唱ohi挑n」の助けがあってはじめて可能であった山。ヘル

マンスブルクの宜敦師ドレーヴェスは、すでに何年も前から現地語を使ってぃたにもかかわら

ず、「アフり力黒人の11柴KaNe作P郎h0で説救するのになお多くの苦労をしている」と述べてぃ
化力る

グローバル ヒストリーのなかの宗敦伝逆:1道民j叫寺代における笂1の生産

第二の前1足条件で島る、「撚敬能」のぢぇノj、コスモロジー、儀礼、備仰作系を理解しょうと

することもまた、1司じくらい".¥測を費やすものであ0た。何年1かけて公的な、あるいは秘密の

儀礼を近くから趨察し、地元の専門家と接触し、偏頼を得るためには、仲介者の存在なしには困

雜であった。19世紀半ばに太平1羊譜島にゃ0てきた長老貨宇灯都ジョン,ゲッディーは、J1災たち

を理辧することに関心を持っていたが、数十もの出会い、話だ密な観察、そしてたくさんの毓嘗に

よ0てはじめて、「宗歌と矯仰oy戈践はU常生活の峨行のなかに織り込まれてぃる」ということ

に父が付いたのである化別。現」地の宗救槻念にっいての彼の箕併弊は、ジャン・ミッチェルが示し

ているように、多くの人々との出会いによって進歩することになった。そこで人々が11鄭町誕明し

たのは、飛要な鱗式のために硫保されていたココナッツの伐採がなぜ危険なのか、であったり、

どの御の力がどのξ予定の"ι'所で作翊しているのか、そしてまた、いかにして呪術を按■祭司のさ

まさまなタイプを見分けることができるか、などであっメご勘。上述のカトリック御言会などの

人んは、尖際に何が起こっていたのかをよりょく理辧するために、何年も rエウェ族!11,人たちの

歌謡染LiedcrⅢld Gesan三eder鷺W1祀Neger1 を学び、何百もの工芸遍.を染め、四長たちが語る何十

、の11舌に耳を傾けなければならなか0たのである山。要するに、ヤコプ,シニビート〔ドイッ、

ヴユルテンベルケ地力'H.1身のプロテスタント聖職者、 1856-19]"珂の1,の睡影.をリ1用すれぱ、

「どうすればyU対走の改宗は実現するのか」という決定的な問いに対する符えを見っけるため、

あるいは異倒稀における具休的な、または抽象的な概念を完企に理蜘¥するため、そして吾'うまで

もなくイエス・キリストよりも1呪物に関乢、を寄せる住民たちの心に厨くような説敦を行うため

に、河度も斜¥)返し彼らの全精力を候けなけれぱならなかったのであるイ鋤。

0
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ここで重要なのは、この日常における現地の言語と生活の学習という、福音伝道の基本的な前

1品条件は、翻訳と認述がヨ'本的な解釈学的行おであることからして、すでに知の生産手段である

と理解することができる、ということである。ヤコプ・シュビートが初の表象と理解したものに

辯されたあらゆるエウェ語の名称の翻訳は、新しいコスモロジーを促進した。『ノ゛癖Amhr叩叫』

のようなカトリックの雑誌や書籍に掲載されたある儀式の記述は卿、それが学術雑誌に掲靴さ

れてぃるかどうかにかかわらず、すでに序列化、命名、枠*"ナであると同時に、意味の沈黙と捌

除でもあうた岡。

ヨーロッパ人が開いたことのない場所で言語を学び、矧訳しながら、知を生み出す亘教師の創

造的かっ粘極的な側面は、すでに述べた伝道活動の協力的女性洛を想起すると、より明らかとな

る。聖杏の翻訳は、宣教師と地元の人々の闇で行われる侍漸涜的な対語'」として理解されなけれ

ばならない岱'1)。供礼の解釈につぃても同じことが再え、「現地社会のコスモロジーと文化的先入

波にかんして、新しい概念や儀式を取り込みつつ変容させる判互的プロセスの弁訓裂U であった

師}。注意すべきは、伝道砥体のアフり力人のメンバーたちは、慢分たちの生活や共同体と共鵬す

る新たな信仰と峨習をぢ剖Nさせたが帥、それらは後に〔ヨーロツパ}」1身の〕宣教師たちによ0

て純枠にアフり力的な罷礼と定淺されることになる、という点である師。

しかし、キリスト教の経典、を現地耕に釧訳し、現地の儀礼を記述するという、伝進と宗教研究

にとってともに決定的に電要な知を生み出す技術だけか、棚音伝遊にとって玉要な前援条件であ

り、宣教師たちの1ヨ々の仕琳にとってリUE的な役割衣来たしていたわけではない。 3番"の知の

生産の種類として位匙づけられるのは、宣教師の飢Uの改宗活動にあり、この点について、倒頚

で「1呪物」を述べた者として取り上げた若い筒才文師、ベルンハルト・シュレーゲルに立ち戻るこ

とにしたい。シュレーゲルは、宣教師の火半や茗名な人類学者であったフニリツクス,ルシャン

〔オーストリアの医卸、人好r診者、考古学者、玲諦・1舵4年)など多くの同時代人と同様、呪物の

収染、記述、破壊に中心的な重要性を与えた。多くの宣教師たちは、これらの事物に執着してい

たとい0ても過言ではない。それは、権力の最も円忙1な表徴であり、残存する異教の影粋力の強

さを物語るものとみなさ九たため、福音伝道における宣教師の失敗と恥辱の証と理解された御。

たとえば、宣教師ヤコブ,シュピートは、いかにして西アフり力に福音を伝道するかに関する醤

籍ICおいて、きわめて醜い呪物、祭司、そして彼らの住居の図}糎のみを掲城している御。ドイ

ツ人のプロテスタント女性執事であるへドヴィック・ローンス〔1852一玲35年〕は、臼、ーゴに

かんする〕数多くのエビソードを述べているが、それはすべて呪物に剛するものであり、たとえ

は'「どこにでもある石」、「野生のイチジクの木」、「制1歩Nこ}形られた木像」、あるいは魅力と嫌悪

が入り混じ0た「邪都小屋」など、非常に強烈な小例力酬肺戴となっている脚。彼らの観察は、

謎班として、ときにば腎籍として記述さ九たが、これらの活動は、宣教師の日々の仕取において

きわめて重要な役割を果たしていた。なぜなら、彼らはこの非キリスト数信仰とそれに随伴する

非キリスト教的慣行の最も明白な象徴の正確な分析こそが、現地人の春性の決して容易ではない

理解を可能にするのだと期待したからである。祠時に、これらの物象にかんする記水、注釈、お
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よび淋籍は、本岡の観念的な人類学者や他の研究者、たとえぱ粕杣分析家たちの冏で呪物に隣す

る大規1典な論争を残き起こすことになウた1均。こ九らの論争の火部分は、ぬ'子灯卸たちのコレケ

ションに0いての現場からの説明に依拠したり、あるいは彼らによって書かれ、圃際的な'斯新的

読者磨を擁する雑誌において刊行されたものであった岫。

宣教卸たちは記述Lただけでなく、班剖勿を収染してヨーロッパやアメリカに送った。たとえぱ

,1二述の〔注40に記靴〕ナッソーは、プリンストンの自然央博"隙宮に民族学的サンプルを送ウてぃ

る1棚。ドイッの宣教師たちは、ベルリンの人類学小非功ル官に送付してぃる1'抑。いったん人類学悩

物鯨に保管、般擢されると、呪物は人J訂学という新たな分野に関わるあらゆる疑岡の情報源とし

て役立つ民族普X内事・物として商く評価された。とくにドイッの人類学はほとんど鉄占的ど井って

いいほど、呪物の研究に依拠していた。それらは、向然科学の標木のように統み収られ、より客

観的な沽縦を提供するように思われたのである。さらに、アンドリュー・ジマーマンが主別そする

ように、当時の多くの研究者は、真の人菰科勺御知滋は1Ⅱ物を研究、分J甑し、非ナラティプの体系

に靴くことによってのみ獲得することが可能になるとぢえた怖)。「文化惨U の境界をめぐる議論

のようなi金争は、宣教師によって収藥された水物に依拠していたのである岡。

しかし、宗教上の理1_訂で宣救闇によウて収架ざれ、人類学や秀M女学、そして伝道研究の主要な

研究対象として役立つこれらの呪物がいかに重饗であったとしても、その多くは破壊され、それ

はたいていの場合まさに同じ宣教師によってであ0たという那突は一注需に値する1柳。彼らは

木々を切IH別し、石を破壊し、小屋を焼き、人形を燃やし、神聖な場所全体を破壊した。そ九も

また日課の一部であったのである。たとえば、トーゴの神井会の宣教師たちは、植民地当局の刷

止にもかかわらず、こうした偶像破壇行乃を止めようとはしなか0たため、長翔にわた0て地元

住民との紛争に直獅していた。他の盲敦卸たちはこれらの呪物を鞁様的に破壊しなかったもの

の、キリスト教のロスモロジーにそれらを統合することによって、象徴的な意味と実在性を変え

ようとした帰}。例えば、ヘルマンスブルガーの室教師たちは、元来神聖な那物として使用され

ていた木を、伝逮拠点の旗竿へと変えたのである1励。

だが、このような対象を破壊することさえ、知滋の生産に貢献したのである。第一に、別の物

ではなくある物を破壊するという単.純な行為と、ある物を収染し、他の物はそのまま放羅してお

くという行為は、ある1寺定の意眛を村1子する行為であるといえる。それゆえ、偶像破壊は,事物を

定筏するひとつのやり方である。ここで取り上げた特殊な事例では、宣教師たちによって破壊さ

れた那・物は、畷術や迷信の象徴として、キリスト教の信仰を象徴するものとみなされる那・物と刈

照的に定強された。その愆味で、破壊することと収染することは、宗教研究と人類学において問

魅となる決定的な嶢界線が引かれ、そして引き値される手段であった田。迷信的な信仰を象徴

するものとみなされるがゆえに破壊されるべき事物を選ぶことによって碓立される境界線は、か

くして規律的な分類学による庁;列化とともに知の形成をも強化することになる。ビルギット'マ

イヤーが説得的に論じているように、破壊することは、宗教を再形成し、他の儀礼を古くて野蛮

な、原始的な、あるいは幼稚なものとして定鞭する乗要な方法なのである脚。

グローバル,ヒストリーのなかの宗教伝近:抽民地11."七における知の生迩
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まとめるならば、現地の言語、椛礼、および呪物の意味に測する基本的な理解に基づく教育と

伝進という多くの時問を讐やすΠ課は、宗效的な作業という枠をはるかに越えるものとして理觧

されなけれぱならない。この宣教師の仕出の"・,核から、井等文学、伝道研究や人類学のまさにヨ'髪擦

を形成する知が現れたのである。この知は、伝迫団体の本部だけではなく、宗教学、伝道研究、

さらに人類学や他の新たな学術分野において反糾を得北。稲音伝迦の対象となる人々の春性のよ

りょい理解に至るために富教師たちによって供礼や小物について執第された記小一論文や、彼ら

が収集し、母国の陣物館に送られ、そこで研究されることになる小物は、伝道・分菁文研究や人類

学などの学術分野に直接的に寄牙・した。一方「陟詰勿」の破壊は、より惜1接的ではあるが同様にき

わめて重要な形で、分類法と上記の学問分野の形成に寄勺・した。

この寄勺.は、ドイッ、イギリス、フランスだけではなく、ある程座はアフり力やアジアにおい

では指抽のみにとどめておても、埀斐な愆味を獲得することが可能であったということは、
^.^

、^、^

く。この知は決して排他的に宣教都たちの生産物であったわけではなく、共同で作り出されたも

のであることに注意しなければならない。そして盲教師たちば赴界規模の清報ネットワーケを有

しており、それは多くの地域において、より芋稲的であれより一般的であれ、他の知のネット

ワークと接合していたのである。そのなかで、この知ば普及L、そして変化していったのである。

アマドゥー・ブッカー・サーヂイは、こうした知のー・都は現在のアフり力社会においてなお重蟇

であると論じているが励、そ九はアフり力に1捉られたことではなかろう。

3,伝道と他の知の世界を超えて

ここまでの議論は、宜救師たちのU々の宗教活動に結びついた多くの作業から生じる知の生産

の制Wな側卿もぎ感することによって、グローバルな知に対する彼らの寄芋・をより正確に理觧す

ることができる、というものであった。捌、下では、この日々の伝道活動がたんに学術的な知の生

産のまさに基盤であったということだけではなく、それが学術鋲域を大きく超えて広がり、ナ

ショナルからトランスナショナル、さらにはグローバルへと、多くの場においてさまざまな批計莫

で連動することによって、宗教的な盲伝の枠組みを設定するということを論じることにしたい。

多くの女Ⅲ,こかんする研究では、も0ぱら学術的な知に焦点が透かれているが、学術的需説と宗教

的宣伝という2つの知の類到は重なり合っているだけに、それらを 1つの分析村畔nみのもとに匙

くことが必要である。以下で綸じるように、学才村的な知というものば、この宗敦的な宣伝、ある

いは広告的な知と密接に結びついていたのである。芋才村的な意昧と大衆的、あるいは宗教的な意

昧のWの明確な相述は、事・物や文章が現れる文脈によってのみ、見出すことが可能となるのであ

フ{53}

この脆くて、決して固定しているわけではない2つの郁類の知の渕の境界は、小・物の場合より

明確なものとなる。宣敦師たちが収染した亊物のほぼすべては、大学のコレクションや新設され

た民族学陣物館{こおいて陳列されるようになり、まずは研究者たちを対象とし、学術的な資判・と

して定裟された岡。宣教部、柚民地行政官、あるいは探検家によって収染された同様の亭・物は、

叫田



人剥動1刎訓や他の娯楽行事における装飾乱,として使われ、そのエキゾチックと思、われる性質に

よって、社会のほぼすべての階胴からなる多くの見物客を魅了した曲。さらにこれらの展示物

は「伝道展覧会」の中心、となり、実際の現地の人古や彼らの生活、より正雛に言えぱ、宣教部た

ちが実際の生活であると想像したことをこれらのリ沖水二よって陣列することによって、広鞄な公

衆の興味を1喚起した醐。ここで況物や他の小物は、見物客の注目を染め、被らに伝述のための

蓼金をしようとする気にさせるために陣列されたのである。そしてまた、醜悪な呪物に満ちた魔

術の1せ界を展示することは、宣教師が福音を伝えることが喫緊の課題であることを際立たせる最

良の力法であり、それゆえ井等文的な愆味も捕力ていた成)。詞じ様味は、伝道祭において展示さ

れる喫物にも勺・えられており、そこで宣教師たちは、これらの那物を広く参加考たちに厩示Lた

。それとともに、いわゆる1況物卸乎ばれるものは、万臣沖r捻会においても、ある柚民地の文化

的な肱かさを麦象するために展示されている{諭。さらに、美術鮪が民族誌を凍始美術として発

見するようになった。そIUよ、パブロ,ピカソやエミール,ノルデ、ルードヴィヒ・キルヒナー

ら河家たちが、人織科辻陣紗血様こ屡示された非ヨーロッパ事・物をスケッチするようになり、またそ

れを彼らの作品のインスビレーションの源とみなすようになってから、しばら q蚤ってのことで

あ0た卿。

饗tるに、宣敦卸によって収染された汎物は、学術的な知の資料・としての役立つだけではなく、

宗叔的な意昧も伝え、そして帝政捌ドイツの成長する娯楽文化にも刊川可能なものだ0たのであ

る。それらは、伝迦1'!1覧会における*・物の役削を論じたアンナ・シュミットの詣菜を1告1)れぱ、

「マーケティング手段」としてすら役立ちうるものであ0た脚。そしてまた、これらの*・杓Nよ

笑的な、さらには芸術の世界に属するものと定鞍された。それらは、ある特定の柚民地文化のー

部であり、またエキゾチックな見世物や愽物納や研究者個人の制の学術的な伝播のプロ七スにお

いて、倒内外のレベルで流通したものであった。

ただし、 U々の活動において収染され、ξ肖盲の狭い境界を乗り越え、倒内外で流通したのは、

出物だけではなく、多くの文厳についても当てはまる。宣敦鄭による宗教儀礼やいわゆる巽教徒

たちの艇常生活についての報告は、しばしぱ学術世界を越えて伝えられた。より正硴に言えば、

その多くは当初、ある伝迫団の内部11引ナに1"かれたものであり、それが後にいわぱ二次的に、よ

り広範な硫者、すなわち伝繊活動に対して寄付が求められる本国のΠ添進の友」向けの伝道雑捻

に刊行されたのである咽}。これらの文章の一部、以前の版や改訂された版は、完金に井き改め

たものとして、学術難誌に掲載されたり、学術講演の基継となった。他にも、募金活動のための

伝逝祭における誹演に使わ九るものもあ0た。さらに、伝遊雑誌だけではなく、独由の出版社が

刊行する一連の叢冉、さらに複製図版や絵入り菜古などを含む、学術を越えた伝道メディア世界

の他の分野に使用されるものもあった。

最後に指嫡しておくべき点として、日々の伝道栖'動で得◆れた知は、口顕でのコミュニケー

ションによって、学問領城をはるかに超えて流通した。たとえぱ、伝道剛が主催する伝進祭典や

誹演旅行などがそれにあたる。こうした講液旅行は、遜隔の地方にも足を延ぱし、しぱしぱ f本
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物のアフり力の子どもたち」が同行していたことから、福音を「異敦徒」にもたらす必要性だけ

ではなく、エキゾチックな異国の世界への魅力的な新たな洞察を伝える理想的な機会を宣教部た

ちに捉供した脚。彼らは、非ヨーロッパ'世界全般、そしてとくに伝道地鰻の現地住民について

のU弁町家として、帝国ドイツの糸会盗、政治エリートたち1,こ1工く評価されており、きわめて火きな

影排力をもつΠ値民会靜劇のような数多くの金餌的な会合において誥演を行った。そこにおいて、

被らは自らの視点を開陣し、どのように異教徒を扱い、彼らの生活村諄tを理解すべきか【こついて、

明硴な考えを示したのである。

このように、宣教師たちの学術言説は、火衆文北や伝道団の資金調述向けの文章や小物とない

まぜになっているか、あるいは少なくとも容易に区牙ljできるものではなかった。ただし、いくつ

かの掬述については明確にすることは可能である。伝道展覧会や人倒動物園は、客観性を主張す

る民族博物館や大学コレクションに比府しうるような導門知を強化するものではなかった。そし

てまた、伝道剥轟獣こ掲城された祀亊はΥ注、続計、人類学的写真や図解が豊富に掲載された研究

帆告のように、高度に洗練され、詳細かつ論争的な議論と同1玉の正確さを担保するものではなかっ

た。このより大衆的なメディアは、十分に分節化さ九ていない、より皮相的な形で、宗教と1冠術

の定義や高度1,こ道徳的価佐を有する儀礼と、逆に迷僑的ないし倫理的、政治的、あるいは他の理

11,1か↓み危険であるとみなされる儀礼について、より一般的で、大知牙、巴な理解を広めていった脚。

4.知の2つの種類とその境界形成

Π常の宗教活動と知の生産の剛に密按な結びつきがあったということ、そしてこの知において

より学術的な知滋とより一般向けで宗教的な知滋の特徴と滞捌ミが織り合わさっていることを指摘

するだけでは、長い19世紀における知の世界における宣教師たちの寄与をいかι二氾述すべきか、

という冒顕の問いに対する十分な回符にはならない。その問いはまだ解答されていないのであ

る。彼らの知の特別な領域は、宣教師たちによってのみ、ないしもっばら彼らによって取り組ま

れたものであったのか。彼らは他の側而について強調していたのか、それともある現象の特定の

要素を隠匿していたのか。そして、どの観点において、彼らの知は世俗的な領域よりも宗教的な

誘U或に属していたといいうるのか。ここで改めて、五顛冬的な結論を将るために、ベルンハルト,

シニレーゲルと彼の破壊行為がヒントになり将るであろう。宣教鄭たちが呪物と定碇した事物を

彼が破壊したことは、何よりもまず、福音を伝えるために、他の魔術的と思われる信仰体系を破

壊するという、彼の日々の作業の一部であると理解することができるであろう。同時にこの破壊

は、宣教都がこの事物を魔術や迷信の世界に属する、「離い呪物」であると定幾する隈りにおい

て、学術研究の対象となりうるグローバルな知の生産への寄与でもあった。このことは、破呼北

いう行為の一方で、彼は宗教の領域と、魔術や迷信的、さらにときに彼が世俗的とも1呼ぶ領域の

周を区別する、ある特有の分類、整淳体系を発動させ、確立したということでもあった。宗教と

世俗、魔術、迷信を明確な線によって区別するカテゴリーにもとづいて機能する整序体系は、ベ

ルンハルト・シュレーゲルが発明したものではない。1900年ごろ、この分掘{は広範な知の領域に
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おいて'リ見しており、人類学、宗教学、伝迫学、社会学、そして神学の研究者たちは、彼らの発

見について他の多くの専門宗やアマチニアの研究家たちと議輪しており、被らは皆宗敦と批俗を

どのように定裟するのか、魔術と迷信の問にどのような線を引くのかについて、強い関'[、を持っ

ていだ嶋。学術研究者だけではなく、白ホ思想家流会のメンバーたちから宗教的雜織や編祉協

会にいたる広範な公衆が、この闇恕に惹きつけられていた。そして宣教郷をはビめとする多くの

者が、答えを提供していたのである。彼らが呪術約であると定共するあらゆる班物や、彼らが巽

教徒の儀礼について刊行したあらゆる記亊によって、彼らはこの議綸に寄り・し、これらの領城の

新たな嶢界線を定綻し、あるいは従来の境界線を強化した。呪物にかんするあらゆる破壊とあら

ゆる記述は、宗教、ないし魔術に属するぢぇられた領域を形成、再形成したのである脚。

まとめるならぱ、宣敦師たちがグローバルな知に対して行ったヰ.,有の寄芋・ばどのように述べ得

るかという湖題に対する答えは、次のようなものとなる。すなわち、宣敦師たちは、日4の活動

においても、知の生産においても、宗教、畷術、世俗、迷伝のしぱしぱ都1い線を定錠することで、

嶢界股定イ乍業に従*していた。つまり、彼らは宗教学、人類学、その他の分野の可r究者と同様、

おを挙げられることのない媒介者たちの必ずしも胸発的に行われたわけではない支援を受けっ

つ、当時の分類を促進L、それによって督附励りな知の世界をはるかに超えた、長い玲世紀におい

てきわめて重饗な1'本的差災を作り.上げたのである曲。そして博物館や人測到"刎引、伝道展覧

会におけるあらゆる屡示、またこれらの邪物を喪象するあらゆる図像も、そ九らに辯せられる伝

述の意1米を一人類学的、あるいは火衆的な意眛とともに一広めたのである岡。祠じことは、盲

教師たちがたとえば特定の儀礼や喬語・研究について淋いた民族学的研究についても当てはまる。

それらは皆、キリス 1、教と非キリス 1、教'世界の冏の境界を定鞭しようとし、境界の分1訓を統立し

ようとする目的によって導かれたものであった。

さらに、この種の知の別の特質にもi主意しておきたい。こうした世俗と宗敦をめぐる境界を作

り、竹N)直す日々の作業は、屡覧会やエキゾチックなものを活写した記班などの大衆メディアに

ようて強化されたが、それは非稙民的活動とは商えないことばもちろんのこと、決して潔当なも

のでもなかった。この分麺はまた、「文明化されたもの」をいかに「坂始的なもの」から区別す

るか、「我々」かいかに「彼ら」と翼なるのかについて側、そしてキリスト'対走と非キリスト歓徒、

さらに広い意味では、宗效的なことと'11U井的なことがいかに定碇されるのかについて、新たな理

解をもたらすことを助けた。このことは、いかに個々の大蓮全休が宗教的であるか否か、そして

同時に勤勉か否か、俊制的であるか否か、偽善的であるか否かなど、一述の橘洗と結びつけられ

たかについて探究Lた多くの研究によって示されてきた冊。いうまでもなく、この境界線を引

く行為の暴力性はしぱしば認識的な点に限られず、多くのまさに実践的な点においてもそうで

あった。このことは、植民地においても、また本国においても碇認、することができる。たとえぱ

玲鰐年、りンプルク〔ドイツ西部、ヘッセン地方の小都市、司教座捌削i〕において、若いアフリ

力人男'除が公開の供式において、多くの競衆の見守るなか洗礼を受けだ御。この儀式はーアフ

り力人もまた文咽化可能である証拠としてーカトリック伝道の宣伝と正当化に役立0ただけでは
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なく、キリスト教の儒仰体系とヨーロッパ文化の優越性の司肘処ともみなされた。それは同時に、

アフり力、アジア、オセアニア出身者を劣等であるど街発するものでもあった冊。しかし、 宿、

效姉たちの境界設定作業は、この植民地をめぐる知の生産という重要な側誕だけに隈定されるべ

きではない。彼らの収染と著作はつねに困挑なコンタクト,ゾーンにおいて行われていたのであ

り、しばしぱそこで定耕した境界が乗り越えられることもあった。それは被らと地元の¥村"1家と

の緊密な協力倒係のゆえか、彼らが本拠地とする場・所の魅力にますます抗することができなく

なってぃったからか、あるいはまた歓特な宗教的まながしゅえのことであうた1御。

5.宗教的知識、世俗的知識?

何が宗教の世界に属し、何が属さないのかを定毅し、'世俗的領域を魔術的、迷信的なそれから

区別するための分類学を作り出すことは、とくに世紀転換期においてきわめて埀要な意昧を持つ

ものであった。まさにこの時期において、多くの導門家たちだけではなく、ドイツ帝国の政治家

やエリートも下挿削1身の人びとも、いわゆる文化1捌印,とよぱれる論gHこ以リiし、カトリックを半

ば魔術的な偏仰を共有する名とみなして敵視したり、またはプロテスタントはすでにほほ仙メ谷的

であるとして、カトリックこそが真のキリスト教徒であると擢金渡したりした。あるいは、いわゆ

る内地伝道のメンバーのような人びとは、述徳的な退靡がヨーロッパを没落の淵へと至らしめ、

それを防ぐことを助けるのはプロテスタント教会だけであると永張した。そして、指導的な憐然

科学者であるルドルフ・ヴィルヒ淘ウのような脚H.1思想家たちは、あらゆる宗教的な!'情は危険

であり、病気として治療されなければならないと定毅し、その一方でマツクス・ヴェーバーのよ

うな社会学者は、時代企休を雛もが逃れえない脱畷術化のプロセスであり、宗教の終わりの始ま

りであるとみなした。

これらの世俗と宗教をめぐる楡印・の靈要性の一方で、宗教、迷個、脆術そしで世俗の領域をど

のように区別し、評価するかという問題について、宣教師たちか冴ιたした役割がほとんどZ忍めら

れてこなかったということは、驚くべきことである。この知の領域における彼らの活動はほほ忘

れ去られてしまっているかのようだ。今日の歴史研究は、植勃〆きゃ動物学、言需学や東洋学にお

ける宣教師たちの専門知識を強調しており、たしかにこれらの分類学が匂・えたインパクトは現在

なお、宗教研究をはるかに超えて見られるものの、彼らの中核的な知の領域における¥,W'j主怖仙に

つぃては言及されていない。さらにいえぱ、彼らの知的'世界への寄ぢ・は、同時代の人類学や他の

学闇分野によってすでに馬縁化されていたのである。あるいは、1871年に宣教師たちについで冴

いたエドワード・ B _ティラー〔イギリスの文化人類学者、 1832-1917年〕の言菜を俳りれば、彼

らは「異教徒たちの信仰を辨芥;郭こ,憎み、軽蔑することに忙しいため、つねに先住民の生活を歪陣

して述べてぃた」のである冊。この学術の側における否定的評価は、近代的なフィールドワー

クを人類学の女畷謡生産の客観的かつ巾立的な雌一の力法として宣蕎'しているブロニスワフ・マリ

ノフスキー〔ポーランド出身のイギリスの文化人類学者、玲別・1942年〕において、さらに強ま

ることになった。

.
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窒教師たちか知繊生産において有していたきわめて重饗な役割の刷緑化と沈黙は、部分的には

は111ら招いたことであったといえよう。ベルンハルト・シュレーゲルが西アフり力における礼1染

な班物を「おそ'ましく不細工な像」と描写し、それによって宗救的鎭城と非宗敦的領城の噛に明

確な境界線を引いたまさにそのとき、被はまた宣敦師でありキリスト救のある宗派の代表である

という、世僻というものを超えた自らの立場を定輪したのである。同時に冉然科・学においても、

騒史学においても、知の世界はもはやキリスト教の神が決定的な役割を采たす物理神学的

Physioc0山e010gica1な捌点で認,靴されることも、あるいはキリスト效の鯱罪物語として認靴され

ることもなくなってい0た。少なくとも1900年ごろには、学知の世界は圧倒的に世俗的な世界と

なり、〔士.述の通り〕強力な宗教感朧を阪学の〕、芋門家によって治療されるべきであるとして描理

化したヴィルヒョウのような、惚然科学のスター研究者の発言によ0て、このことは何度も器拘

返し強翻さ丸ることになるのである。

いうまでもなく、 111身を宗教的な人制であると定美していた宣教師たちは、知の世界の一nで

あることを上張することがもはや不可能になってい0た。彼らの寄ぢ・からは、真正であり、客魏

的で島り、それゆえ学術の一都であると汗価されるに価するという衞威が央われてしまった.彼

らは、今や魔〒1イや迷箔はいうまでもなく、宗敦的な世界から樹鞍密に切1)部戀れたこの斗新村の世

界に入る許可証を失ったのである。宣效卸たちか1!1らの境界線をリK活動によ0て、結果として

当11寺の彼らの学知への嵜り・を否定することを從迩したことは、ある意嘩趣命の皮肉と詣えよう。

妾するに、櫨教卸たちがケ乳1課扣墾において有していたきわめて重要な1史則についての沈熱は、そ

れが明示的に学術的な活動であみうと、小弦的な宗敦活動の副産物であろうと、少なくともある

程哩は111ら弼いたことであ0たのである。

今U 、女捌勿学、 論話学、 人類学など、知の世界において宣教師たちはほとんど姿を捫しており、

唯一被らを兒川し得る領妓は伝述研究だけである。この鯏緑化ど削雉の物.語はいずれ古かれなけ

ればならない。それは、カ:敦1抑たちがグローバルな知のリ1門家として、彼らが生み11」した知とと

もに、長い20批紀の過難においていかに姿を漉していったのかについての物語であり、また彼ら

が朔分自身とその研りを、とくに今日では発震と人逃主凌の言説において見出されるような形へ

と変容させていったのかについての物語でもある1御。
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、/ahl・h1Ⅱ」de1Υ(Berlin,2002); M乳Suze、、,a, rhe h11、e打h'0」」 0/ 11わ1'1d Re/igioJ悶; J. P. B粘打is、ε入'hihi/i打g Religi0円,

CO/0Ⅱia/i$1" a11ι/御ワιCmc/ια1 ノπ/ej'hah'ona1 ι入1)0"1io,剣/85/-189J {ch解10tlcsviⅡe、 VO. et a1門 2001}; prcde11i、

ム'討'eエヅ6劇ldc,; koce0Ⅱdcla、ゞ

四) H北ermas、'Missionim 19.jn11r11Unden'_ P.661.伝迫のメディア市場は、近年特に鞁極的に研究が迩められ

ているテーマである。以、ドを参!!亘。ヂ.Jel]SZ /」. Acke (eds),ルhssio"s ahd ル1ed加,71」e poh'/i郡ψ'ル16'W'0"則丁

Pel'i0ιh'α1ι, m lheι011gⅣh把1ιeJⅡh CⅢ11UJ:ν(sn11tgarl,2013)

nの R. HaわCrmos,'C010ni怖 in the countryside. Doing Mission in b11Pe「ial GennaDy, Joli」71ι1/ qf'socio/ f/isloJ:1,,50

(2017), PP.502-17; K.、V引kn, Das Globale im Lok31e巽. Die uDte器tnlzU器g de「且1】BeN" Missi0誌 im 称nd】icl]en

1Ⅱ小erischetl protoslanlisrnuS 11m 1900 (M自Ster 丁11esis, G6tting引1,20 B)

n l)↓1、Fからの弓 UⅡ。 P. sarasin,'、V舶 isl 、visse"sgeschichte?',/,ⅡeJ'110/ioJlaleエノ11τhiγπh' S0二ia/g"'C/1iがリe ι/eJ'

da心dだ"ιi/a・oh"・、36(20{1), PP.159-72,atp,165.グローノUレな1見J父における広"甕の知Hこついては、以下

も参照。 R. Haberma5 / A. przyrembel、'Ei罷leitun旦', in Habermas / przyrcmbel(cds.), FO゛1 κ4「'ej'打, i11ih'k/ι打Ⅲ」ιi

ル1ι,非$C/jeJI, PP' 9-26、

a2)宣教師たちが学祁仟脚、公共的論争・に参加するやり力については、以下を参照。 R. HabeTmas,

'、visS剖器ITansfer und Mission. sklaYen11ヨ11d!cr、 Missionarc und Religionswisse船Chaf110r', Gesc/1ichle ιmι/

GιSe11$ιhιψ,36,2 (2併の, PP.257-8斗; G_ Beckerleg旦e,'1)rofes$or Friedrich Max M訓ler Ⅲld lhe Nlissionary
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Causc', in j.、volf「c (ed.〕,1tιhgi011i11 竹doJ,iaJ161.i立」iJI(1、1ancl)cstcr el al,、 1997), PP、 17フ-21り,

Q3)ここ20年問の植民地1呼代の伝巡、とり力け知徽についての研究は、きわめて右益であった。ジョン・コ

マロツとジャン・コマロフによる先駆酌な研究は、宗敦的なこととみなされることについてはほとんど

無挽し、抽民地において宣教師たちが晦際行'つたことについて何ら陽硫な理解を持っていなかった多く

の近現代史研窕考にとって【少なくともドイツにおいては駈倒的大多数がそうであった)、目を見開か

せる役割を持つものであ0た。被らは、いかに宣教師たちが殖民地と母国において母界を形成し、再形

成するのか売、我むに示Lた。それ以降、官敦締はもはや奇妙な外見をした、一心不乱に聖古を統み、

巽教徒たちに福脊を伝えようとする変わ;}冬の男女たちとして理解されることはなくな0た。それに代

力うて、彼らはヨーロッパと村壮剥也の介在共として認知ぎれるようにな0た。その]つとして、被らは

福音とともに「ヨーロッパ文明」をもたらした、そ九は何よりもまず、ジェンダー規範、セクシュアリ

ティ、身体の政治注、毓み"きの独特な理解、と、自我と他者の概念を柚民地に持ち込むことであった.

」1]マを参熈(。」、/」. com訂off','ヂ乳SI】i0轟i覇g 111e c010nial subjccl、、 i11 J,/ J, con】oroff (cds.). q'/tel・e/oli0110nι/

Rι,1,ohilio", chj'i$1h川il.乳 C010円ia加刑 aUι/ C0船Ci0Ⅱ$/1e,ゞ$ hl so"/h ','ica,2 YOIS.、 Y01.2:フ'he Dia/ec/icS ψ'

AI0ιんり'jjiハ, OJl a soj'ih 'かk'a"凡0"/iel'(chicago、 1り97)_ PP.2 玲一73.

(ト1) 1'. H11rrics、β11/1ιψ/iι,'s d βar力aria"エ. S"、iss A/iぶ工i011al'i"'足 S郡kリ11$ qfK'JI0Ⅱ'ie'kc hl s01"/1・ε山/.dlk.a (O×1bTd el

nl',2007); P. Harries / D、 Mnxw0Ⅱ(eds.).フ/1e s/Jh'ihia/ hリhe Sどai1α」: A/ム'5i0円aj'i" ahιiκ打0"'/ι,ι撫e ιlho"/ノ{"'iιa

(Gmnd R叩ids, Mk11.,2012).近世の伝述と匁1の生産についても、重要な御r光が刊行ざれている。以下を

参照,, B. KlosleTherg / H. Licbau / A. NC!1ri"g(ods.)_ Alil$i0111111ι/ 1、orseh"11g、フ)、'1Ⅱ.dokι1/C 11リS、「ιリフS/」mιiukliolJ

ニ"、i.忙hιリ1 h1ι/ie,1 刑k/1hιmpa hJJ /S.1mι/ 19../a力1,h11J1ιんり'1,ハVieshndcn 2010).

Q励 D. N. Livings[one," scienli"c lnqⅡiry Ⅲld 小C Missi011皐ry Enterprisc', in R, Fln"ega露(cd.),1コ"J'1k'0π11hlg i,111」e

κ,m"'/e咽e S剖・卿1,(B那i"gstokeot al.、 2005),1叩,50-64は、千1・学的1、芋門知徽と伝近が 1 つのコインの両i毎で

あることを骸,削Lている。

n励 R.".1"dcn,ノ"始ghlm宮 1"dm (O×1b州. 1りり0).

n7)巨シ孑二的1公逮匁1【こ0いては、」1下の打1近の耐r究を t)!{3゛ 1". RalschiⅡCr/ S. wcichlci乳(cds.), oeJ・ Sι,h1化1どe

κ0リJC,'α15 1ViNぶi0Ⅱ5gどhkリ. Aledi二hl,ε1/川0/ogie,πWO/0宮ie h1河nが"1 ⅡJ証1ι1ⅡカノJa ls,9n-1960 (K61n cl al.,2016).

a8) U, Yan dcr Hoydcn / A. Feldlkcl!er (eds.),'vis.91'ON3'geschiι,hlc o/I Gesdlifhlc '/ι1、 G/ohaiisiel、Julg 、,on 11テ.gSι川

刀'ι1ⅡSkⅡ//1UT,//e 11タ'」'C11Ia1Ⅱリ宮Jπnlg lU1ι/・1,el'J11i11/"11g ι/1Uτノ1 C/υ'i$11iι.he 入/k.gi01ⅡUT, hl /1il'i"n 1Ⅱld /1Skリ1 i1π 17../8.

UJI'//9.、/a111ゾ11mdeJ'1 (N!issionS嬰CschiC1111iC11es Archiv. sludien dcr Bcrli需Cr GCSC11SC11Π介Πjr Missi011S甘CschiC111e

19, snlngarl,2012); 1て. wendl (ed.), sa"り,」0/」」,11リリ1eに/0非,'1'S"'四」、1eJI, Aii.^"0」1aN,1Ⅱld ihl'&,ib、ag 訂"」11 11を」J1ι/e/

ιリ"'0/コaischιリ'1Hゾisk1リ(Tobin甘Cn,2001).俳Ⅱ韶右:1疑11足として11、ドを参熊{。目abemlas,'1nlcr"]C小arics、 Ka11"C川C,

Missi0ηnrc、 FOTschcr 11nd Diako"isscn. Akleuro ul】d Aktcurm粋on im 、vissons{ratlsfor.εinlCⅡL川g'、 i""abcn11as /

P「ひ,re釣]b01 {eds.}、 11〕井κιViりリ1,λ11h'k/e" 1Ⅱ1ι/ A/en」'ιheⅡ、 PP.29-32.

n9)しかし、宣教脚たちはただ学術研究を促進しただけではない、被らは稙民地行政や本倒の柚民地閃係"1

体のインフ●・ーマントとしても役迄0た,もい1雌足地統治に彪,饗な、被らの難吐辺也にかんする知'f.tがな

かったら、村札U也主詮ば述ったものとなっていたであみう。しかし、姓らもまた、地元の支援打、仲介

む、通訳、打力な酋長ほか、多くの現地の人剛の協力にイ紺処していたということに注点しなけ九ばなら

ない。彼らがいなけれぱ、人瀧学はおらか、諭語学の研究も不可能であ0た。すべての知の生産は、共

岡生童なのである。

促0)伝道が近代科学の形成拙において果たした1'本納な役削は、ごく最近まで見落とされてきた。この敦訓

をふまえ、私たちが鷹史家として由問すべきは、なぜ近代雁山学の訓練を受けた忍、たちは、宣教師たち

が近代における知の生産において果たした役割を理解するために、かくも長い時濶を要したのか、とい

うことである。すぐに趣A、浮かぶ厩答は、1910午ごみに始まる知の生産の歴史における転換である。こ

の時期、人類学、フラブ研突、アフり力言語学、さらに伝遊研究におけるますます多くの俳座が制度化

グローノゞル ヒストリーのなかの宗教伝適:M民地時代における知の生産
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され、少なくともドイッにおいては、それまで知られていなかったこれらの分野においてもず対登資格誹

求綸文が必蟇となった。それとともに、少なくとも第一次世界大轤以降、宣教師たちはますます学術雛

誌から排除され、彼らの専門知はほとんどの斗新打分野において周般化された。彼らの資料、Ⅲ物、標本、

そして論文や書斯は非科学的、非小立的で、宗教にもとづくもので島り、それゆえ学術研究の11作一の、

爽の場所である大学にとって価仙のないものであると見なされるようになった。そこから、近代におけ

る知の形成への宜教師たちの寄芋・の発見にかくも長い11剖Ⅲがかかったのは、この決定的な学術分野の形

成の時期によるものだと1命じることか河能かもしれない。しかし、私のぎぇでは、この長期にわたる無

視には、より多くの醍倒.1が勗る。それは、測、たちが、学オ村前知、近代性、ヨーロッパというものを、何

よりも信仰によって定輯され、人生の大半をヨーロッパから述く誹れて過ごした人ひ'とと{古びつけるこ

とに蹴九ていない、という小・災とも関迎している。近代盤北学術約知を但俗やヨーロッパを越えた領域

に1占びつけることは、私たちの今では古典的ともいえる近代獣の観念に挑城するものとなる。なぜなら、

この定鞍は(多くの研究が説得的に川1らかにしてきたように)・世俗と宗效、ヨーロッパと非ヨーロッパ

の剛の明硫な区分を前捉にしているからである。この境邪線が喉眛なものとなる可能性を認め、近代の

雛陸期における学術活動の宗教的基盤を迫求することほ、刷、たち当身の近代性の観念が、ポストコロニ

アル研究などによって、より1見いものとなってはじめて'川'能となったのである。

伐1〕このことで彩、か強闘したいのは、近1赴と近代の宣敦部たちの1甜の変化ではなく、むしろ被らの1珂に共通

している.'!iである。近11tの盲孜師たちの抽物学、動物学、あるいほ阪学への貢献に1對して、こうした学

術的活動はある1寺打の物雜御学的P11"ioc0111C010gi卯1な、すな力ち良然珊染は賢明なる祁の世界の一都

であるする粘御によって企岡されていたと,冷゛る研究に同点したい、この4,"iな物理訓鴫t的まなざし

は、19世記から20批紀初めにかけて重塾:tkを災うことになるか、!1U谷と宗救の世界は当時まだ一少なく

とも伝遊の世界においては一州虻に排他的なものであると兄なされてはいなかった。

促2)この京は多くを以、FO)列!介1Ⅱ抑なliⅡ究に負0 ている。 MnsU2nwa,7he hハ,e1Ⅱmn rゾ11わj・/d Re/igioN$.この文川長

において埀聾なのは、宗教形成という槻念であるが、その出典は↓リ、、トからのものである。 M甜kus

Drcsslcr/<r、,hld・1)al s. Ma口(1air {cds.), Sι¥'1i/ιIJ'6Ⅱl anι/ ke/igi011・A/ι1/σ円g (oxfoT' 2011)

伐3} ArchiY Hcrma】川Sburo, ELM S肌lion Endcl】10vini, Bestand NⅡmmer 51、 Brief, 1 A11g.1866'

(即" Rcbckka Habcrmas、 skaⅡι/aliJ1 71Jgo.εh1 1fapi1ιリ deⅡ心'C/1ιリ'κ0/onia/he,リW('/1q11(Frankfur12016)_ PP_】 71-185.フ゜

ロテスタント佐1道可1については、 jy、、F ()孝寸!ミ。 R. pricc, AI"khlg 三hリJh'e、 CO/0Ⅱia/五πι0ιmκリ"s aⅡd lhe

CJぞΠlion o/、'hnpe"n11tule hhYhlelea11h・ceJリιU'1リリi'k,a (can】bridgc et al.,2008), PP.16-39

(2励 S. VOIZ.'、vri[10罷 0110ur 牡e11rts. TS、va】1n C11rislians a】1d ミ11亡"、vord or God" in Ⅱ)C Mid・Ninctccntl) CC"t牡rゾ、

/01"リ1a/ιゾ'/te/igion hl /M'k.a,38,2 (2008), P.!12-U斗, P.睦 5.

伐6)毛. spie111, UⅡlel' 1;11'e・ιeⅡlen h1 π」go.ι」'1どh/eS 訂1{1'ιie"1 Uis'9ioJ1りZ,1ι/ h11,'iihψで110e川'W/」・7bgo (S1Ⅱ11gm'ミ et al.,

1931), P.25

{27} ELM slationsbe打CN saro". U 」111y lSり0.デンマーク・ハレ伝述け1の訂↓籾の宣救郷であ0たツィーゲンハ

ルケが18世紀初頻のインドにおいて直而しなけれぱならなか0た圈雌について、正硴な叙述として以下

を参照。 A.R_ venka1ιIC1徐1叩nlhy ,'This Grcat Bencnt'. prh11 m〕d thc cultural E11Counter on E世tcel〕【11-C引ltury

T「anquebar、in; E, FⅡ)1/ A.R. venk丑laC1論lapa睦ly (cds.)βe)'0非d 7),ιmqhιhι11: CJ'app/hjg aolJss cli11"」'ロ/βOJwe1智 i打

S01"h 力」ι/m,(Dolhi 2山4), PP.4万・95.

促鋤 J. MitC11e11,'objcct50f Expert K"0、vledgこ. on Time nnd tl〕C Mnterin"1ies of coDvcrsioD lo christianily i11111C

SOU111em Ne、V HcbTides',/11111リカ1J010gk'a,55,2 (2013)、 PP,29 】-302, al p.294

(29) 1bid., P,295.

(30〕 R. HabC口11ns、 ska"dol h1 71)宮0.ε01 κ0/Jile1ι/a'/3イJlej'κ0/011ialhe1枇%'hι川(Frankn】rt/Main,2016)、 P.175.より正

尹金なケ)イ斤として、 G. D. Yigbo,、V011 G獻、,批lrsleulcn zu GehilfCη Und Gcle11rigcn. Der Beilrag afrikanisC11er

Mital'beitcr zur Emsl011Un宴 eil〕er versC111'if山C11tC11 K牡ltur in Deu;SC11・TO00', i11 Habcrmos / H61ZI (eds,)一νi$Ni011
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G/ιJ/×1/, PP.159-76,オ3 よび K, Aza1110do、' E、Ye・C11tisle11 Z、vischcn 、vnrttcmbcl'" und 、vcstnfrikanischen

Missi0罪SS{ntionen o S84-1り39}'.i共 Hnbem徐S / H0121,入lisli0円 Gloh'り, PP.】フフ-98、を匁照、

保1}」. spiC111,11h k0Ⅱ」m/ dk,βψfe/り'mlg ehjeS 1んリdeJ1二Usm1πle?(Brcmcn,蓼川S).電要なのはさらに伝迫活劃"二お

ける第三の飛聾な領城、すな力ち学校器置のような殺管活動で島り、そこで彼らは靴化しようとする人

ひ'とにっいての発11;鹸を1!}ていた。<Ishcimcr. Z11,isc/kリ1Skh1ⅦリでhuldchrislncheJ・しが"10ga此智C、 P.45力;示すよ

うに、敦育ほたとえぱ地元の援療に関寸る知織などの情鞭を入手するために列川さ九た。

(32) J、 spieth, Die ε11'e・S/'nuJle.^Vokリ'iι1/ニ"r κ10lde t1ιぶし",四・1わ/kel hl oeNnてゾ1 71Jgo {Bじ1,1i器、 1906}.」1、F も参ⅢI R.

Haberm鰯.'Mission {Ⅱld lndi、'idualisicrιmg - Togo U11】 1900. ubcr ein ijbcrrasC11じIHlcs vcrh引t乳is, d都 rcligio"

n1ι永ing doT Missio"arc U器d dic ursprnngc der micros(oria、、 i" M、 Fuchs el al.(C〔!S), hk/h・kiUιililiel・1njg ιimT/1

CJ11'is//iι'/1e 'vi'"sioJI?ハVicsbadcn,2015)、 PP.536-54、 nι P.548; AIS靈Cim酎, Z11,ム"・heπ Sk/ιハで」・ι,ilU1ι/ι・力J・ιSi/iι・hej・

Ξ11ⅢogeJK,」'ど, PP.21S→7.

B3)河じことは、供礼や印兄物」のような邪物にかんする説察貸休についても出てはまる,たとえほYむ孜師

P.A.ガイ'ノテの1Ⅱ察が、'BciⅡ'a輩C ZⅡr Elhn0筈1'aphiじ Yon l"ogo,、veslani武a'一■リhπリπ"_ W-15 U 919/2の_ PP,

981-10山,において干111テさ iLている。"abcrmns、'Missio"ⅡΠd lndivid装alisiontng'_ 1)、 5斗8. C11ideS1どr, SιIW熔e

Swh物▲,が述べるように、比縦宗教学のような分野はその金仲がと;〕力けお救鄭によ0て生み出された

もので島0た彼巧は内らの罷察を本lj、1のより広鞄な公衆と共右し、そして観念的な研究打たちはこの

規察をさらなるぎ'察や論師'のために刊琳した、_宣教師や他の,、リ1"1宗の1併のこうした'冷乍,は、たガ外なる

染Ⅲによって'舌される詣茨を欝な0て解.釈したという郡111によ0てのみ生じた食い通いであることも孫

ではなかったが(vob,'、vriⅡC" on 0川' Hca訂S'. PP.116-1H)、 ait:なIW釈を促 L 、さらなる研究へと導くこ

ともあった当1埒とくに人女〔があ0たのが、非ヨーロッパの1.Hm体桑とln約地,11'のキHヒである,1U紛川

冉との対比はへルマンスブルクの立教師たちの縦告にも見られる、釜照" ELM stali0帖beriC111Kann,P
21,「このN族の宗敦的な漣念は、旧約聖山の織礼様パを想起ぎせる」ヘルマンスブルク伝述団の駐在

縦告には、「宗教{仔仰」と題する特別なjΠ琵があ0 た。 1リ、トも参照。 1,.F円be鴫町,・Dio M酷幻0""k

Mil【1rbci1剖'【m dcr vcrglcicl〕cn〔1C" Rclioio"swisscnsC11a北', i" DC{北Sclwr K01011ialkon茸rcl],1を1・hrmι//1',1gι,J1ι/ι,、、

De1Ⅱ"'力ιリ1 κ0/0"klk0ⅡgJ'"S郡 190j =U βιリ'h" om 5.,6, U11ι/フ. ok/0IHリ・/905 {Bcrlin,(906、 PP 4り0-95),Π{上リ゛1"

,幻をめぐる瀚争'は、さらなる瀏作を促し、所たな分頚衣生み小すとともに、斯しい郡尖の形成に寄り'

した、こうした議論ば、オ誇郊冴窕や伝道f矛元とい0た{i;仰の分野や人編予によ0て剣刊された雄'冶にお

いて流迎した、.

(34) Milchcu.'objccls 0雜XPC畦 K110wlcd旦0'、 P.297.鯏誤のグローバルなキr良としての察IH二0いては、以下参

!蹴。 wcue"、"'AHO『 wclt dic Bibel"、.伝j韮における仲介・行、」也允の,、111"1唆ど地允の立教師に0いての独創

的な研究として、以 F を参照,"、 Licb誌U, cuh"ra/だπComリιリ・$ h1 力ldi"、 rh0 ιιル・αI CO-11/01・んり・S O/'/he

刀'aJlq"e厶aJ" vi$lio",/'91h /0 /9ih αリ1女U'iel, Ne、Y Delhi 20 B

保5) MilcheⅡ,'objects of EXPC札 K託0、vlcdge'、 P.2リユ,はここで以下をりリ11 している、 B. Douglas,'AⅡt01抑m0ⅡS

a丑d co"1「011Cd spirits. Tmdiキional Rilual ntld !ミ且rly lnlCη〕rc【ations of C11Tjstianily 0器 Tan1誥、 AI】ciり,Ⅱm a罪d ⅡIC 151C

Of pi11es in comparn1武'c perspectiYe', rhe JOIUリ1"1ι11'P0ι1,11ι,siιJ11 S0ι・ルリ1,,98、 1 (19S9), PP.7→8、 nt p.{1; VOIZ,

'、vri札Cn o" our HcarιS.', PP. U8-20.伝繊活動における語、語抵羽J1の1泛'剖にー)いては、以、ドも毛:4浜。 Harrios,

βlil/e1ブ'1ieS 掘βaj'1%1」'ia,1.q. PP. 157ーフ3; A, Nchri塁塵,01'ie1がaiム'11U凸'1"1d Alis、Ⅶ'0". Diι,πe/コ1Yisenmho"仙リ・ hu""ischιリ1

G"e115Chιψ lnπiReligmπ d則て力ιem#41el" viS3ioJπⅡで 18JO-/9J06Viesbaden,2003〕、 P.215!T.

恨6) W. urban・Mead / S. vob,'Editorial'、./om'"0/ψ'keh宮io" h1 肋・ka,35,2 (2008), P.110,は、 1妥'11の文翠の地元

言語への翻訳が小.ーの完成県.として挑示されたわけではなく、時岡をかけて発屡し、何度も古き換えら

れ、あらゆる場面で地元住民からの重要な情縦や意見の提供が島0たことを強調してぃる。たとえば、

VOIZ,'writlc"伽 Our Hear霜", P.124では、 P墾i抄の翻訳で使われたツワ,%浜〔ニジェール・コンゴ'吾族に

繍し、ボツワナや南アフり力を巾C、に1譜住するツワ,リ宗の岡で使hれる才扉打はで孔γ販1宋やニニアンス
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を保持してお 1)、そ九を無1見したり、大きくかえることはできなかった。(・,')」

{37}参旦{{。 Y電be,'von GC、V註11rsle1ⅡC乃 ZU Gehil「引1ミ扣d Gelchrigen'. M:歓師iの'嘩li吾をi1舌勺ことができる」也元民の

支援、彼らとの密援な交流が必斐であ0た。この支援なくして、聖鄭の罰i貝は不可能であり、エーヴェ

語への聖害の鋼訳に不可欠であったルードヴィヒ・アジャクロのような支援者と盆教都の閥の生涯にわ

たる協力関係については、多くの例が存在する。

(3鋤、V. Keane, C/Ⅱ・is!i0円 Alode1リ」S. F1でedom a」1d Feli9h i11//ルルカ'Sぶi01」五'JK'010リel'(BC『kcley et al.,2007)によ IUま、

呪物を際立たせることになったのは、「與教徒たちが不逃切にも主外性(エージェンシー)を非人1珂的

なものに帰したこと」であり、さらに「近代性を白由を掘り崩す}遜の誤った信仰や物柳崇拝からの解

放とみなす観念」(P.5)、そしてまた近徳的進歩を物質性から距離志玻ることと結びっけるぢえ方によ0

てであ0た。

促9) J. spiC小, Das siリ刑e加dih,1ildeJ・ 1/eide11i"1 五"・ι/aⅡd (Brem肌,1903).怖上'"には野・兵も含まれ、それらは「牙1;
神像」やΠ歩a村阿U とその住居が1拠し出されている。以下も参照。 M'SC111Ⅲlk,DルN劇がde加d躍"h訂卿

所 70go, Erster Ba最d,1νehle πeise dmTh$ιⅡ・e/011d{Ber罰Π,1引の, P.56 (1碇牲者'の元を iJj11る女'1生1鷲井M而の冴・

3t〔、)

〔'10) H. Rohns, Z11,ι1π=璃ノιlhl・e 入,1is'si0π、トDiιlk011islcJjaJ'hιil iⅡ1 ι11'el011ι/e. Die βil"el'ι1"S ι/e上 111'ムei/ι/eJ' SC/川e、「1el',1

田rcm印,1り12).アメリカの長老教会牧師i、ロバート・ハミル・ナッソーが19綿年に刊行した杏才汁『西ア

フり力におけるフェティシズム FC【iC11ism in wcs【・Anに畦には、き bめて鮮烈な例が1脚技である。ナツ

ソーのi舌劃"こついては、↓リ、ードを参1蹴。 J. M. cinnamon,'MissionaTy 鳶Xperlisc. socinl science, and the uses of

Ethnogrophic Kno、Ylcd旦C i11 C010nial Gab山】',1h$/00, hlH,ica,33 (2006)、 PP、 4 B-32

NI}こうした呪物は備仰体系の一郡であると論ずる音もいれば、たんに純枠な物帥崇拝や、亡狐、さらには

bR1ε存在倉trcsU御でme」を断る警もいた。この轟〆"の概硯にっいては、↓リ、下を参照。 B. S田Yamg.ιes

^Viぶ、WOIJohで' h /a Relk・OJlh・e "e r'j卜iqlie ιπi入7Aセエioc/e. cole ιlele女'/al'e.ヌι,1/川VN XJI'uba /840-189 (Pι廿is, 19り4),

PP.261-300.

(42) cinna1110Π,'Missi01]ary Expertisc', P.420

N3) cinn田110n_'Missi01]ary Expertisc", P、 41斗

(小1) C. sle】zi宮,'1i,ikαιml A/1心'eu"jjlh.舮δ/kιlk11,jde 二Ⅱβど1'/h」 1873-19/9.'11e1魯n訂πg, DaJ誓kリhmg l"1ι/人"OJ闘力'Ⅱkh'ON

ιhle工大'01がhleπIS (HerbolzheiΠ1,2004), P.96.1云道掻1の:コレクションにく)いては、↓リ,、Fを参!蛾。<. sch1桃id、

,Ei】1C eulr】0且1・aphischc MisslonssommlLmg. prak(iken. verfa11r引〕、 Bewi『霜C1玲Rlmg',1n: AJi$lio」1 1)0.、si力/ιy Die

Sa"1nl/hngdel・βa$/el・ A1ιゞ$ion s/Jiegelk"hmぞ1/ι1'Begeg円lmgeU ι11Ⅱ工el"」1 del'κⅡ/1ιUでⅡβase/,("乳SC12015), PP207・

223; La11dschaftsY剖、ba11d Rhcil〕1and Fachbereich Re妾i011alo Kult粘ratbeil/ MUSCⅡ註Isbera[Ⅱれ三(ed.),

A五乳、・ionsge、・chiι/Ⅱ/iιhe sanl"1hU18eⅡ he1ⅡeJ Beinビige ehlel' 7E壌U打g、(siogb託rg 2017)

艇5) A. zinlmeΠれan,'h//υτ)PO/0ミ1, ojk//11πihlU11a11isJ11 hl /1"pe,'ia/ Gel'Ⅱla凡γ(chicago,2001), PP.】 83n.

U励〔ニューギニア、ビスマルク詣1;みの〕マティ(ウルル)島をめぐる論争'にっいては、以下を参照O R.F.

BⅡSC11ma11n," EXP!oring Tel〕sions i" Moteriol cU11啓re. commcrcialisi"g Edmograpl】y iD Gcrman Ne、v cuiτ祀a

】 870-1904', iη M.0'1annlon a"d R. L.、vclsch (cds),/・/1川li11g lhe GιⅡheJ'ιIS.εlh110宮ra/Jhic co//eclols,/1ge,り$ n11ι1

'宮eⅡ0, h1 入lelmlesia 1870」ーノ9303 (NC、V York el 01.,200の, PP 55-80

付7} R, H. A. corbey / K.、vecner,'C011Ccting 、YMle conYcrti"号: MissionaTies nl]d E小nogrnP11ics',」0」1J'Jlal ql"河1'1

ih'訓0加g殉Ph上 120015).ヨーロッパにおける「未1刑芸術」の学界池小受容左めぐる研究は、多くの芸術

家や人顛学岩が事物の破壊を批判しているものの、こうした発言を額繭通り,受け取るべきではないこと

を強湖してぃる。事物の和越央はまた、しばしは1り複雑な分誇文プロセスの一部であり、そこには地元民

も裁極的に関芋・しているのである。

包鋤他の音は、呪物を取り1饗し、そ九を聖11マリアの図探や十字架、ロザリオなどのキリスト救のシンポル

によって匙き換えた。最も乗要であったシンポルは聖袈であり、それはやがて一種のまじないをかけら

(56)



れた事物とな0た。聖1"は「改宗者の湖ではまじないがかけられた班物として流通した。」ル"1Chon、

'objeds o!' E"POH K如Wlodgo', P.ユリ3).太平洋」帥攻では、 i,1初の印尻1ⅢMゞ1816年〔タヒチに〕'史立され、

小学校の教"野、聖冉の抜郡、靴美靴などの符嚇fは、人ひ'とを危害かみ守る、まじないのかけられた班

物で島るとみなざれた。グローバルな玉要1生を持つ、まじないのかけら九た班物としての聖冉にっいて

ば、以下も参照。 VOIZ,'writlon on our HcarιS'、 P.121; wcue",'"Aner wC11 dic B抽el'"、 P.3、ただし、宣子文mj

たちはつねに成功していたわけではない。ビルギット・マイヤーが}Rり上げた、建築資付として伝逝団

駐在所に運び込まれた巨石の例では、それが住民たちにと0て神が宿る場所と考えら九てぃたために、

地元民が妥議を申し立て、伝逃則にそれを返却させ、訓1の霊を安んじるために金銭を支躯、わせてぃる。

Birg" Meycr,'C11rislian Mind 丑11d 、vor1田y MaltcTS. Rこ1電ion a北d Malcl'i;{1ity in Ninclee11ミh -ce巽[ury Gold c0那t',

il]:、101'゛'1Ⅱ1/ qf"VO/ιリ'ia/ CI!/11Uで, V01.2. 19り7,311-337、 P.319)

H9) ELM stnlio"sbcriC11t Be11}a11icn, P.46

伍0)ただし、このように述べたからとい0て、弘は「宗教の越源は、原始的なものの物質姓に脚光が当てら

れ、そして否定されるまさにその騰問に位羅付けられなければならない、(・ー)1況物それ俗体の破壊は

宗般の越泌となる詩拙である■という付1,辰織の述火な耕論にただちに同点する力けではない。

Ta[SUO Murakn1晶i, Fcli5hism nnd lho origi110{" rcligi011: T11C Q11C5tion 01't11e oriⅡin 併'rcligion 譜ld 小C PI・oblC11101'

matcrinlity in 小C History 01' Rcligi011S_ 1){1D. U11iYcrsity orcnli!bmin, snnla Barbarn.2001_ P.176,

(51) Mcycr,'chrislian Mi"d', P'324:「キリストι文のアイデンティティは(,・・)訂iたな半"1文化の採用によって

1ξ.詮寺九る、」

(52) A. B、 SIKⅡi, Dal Bi/ι1'/e.Y <legro・'"ikaJI',J's h」しんり'ι/ι,"/IC/」ιリ1 ム!0/ohiιJ//ikリ・nhリ r/8εJ-/りJ3j.εi,1 βei"・ao olu'

/il'7ιli'i」て'hιリ」 11"ago/ogie Sι./HI,alZιリj'i1α'(Bcrli11,1985)、 P.8S.

伍3).迂1嘩は沸物かいかに、どこで興示碁れるかによるものであ0た、1,.リ物館というメディアの1、,1生は、異な

る朕示の方汰を可能にした、広施な1,糾勺鋪研究の成果が示しているように、物品をガラスケースの小に

靴くよ弓な恕!1予な熨示方法は、「その場で希少価価のオーラをり・えることによって,Ⅱ物を物神(フェ

ティツシユ)化●、るものであっ t:。」(目. pa111. Die Kij'ch四 hリ DⅢメ 1te/igi0占e 11'i3Nどhskulh"・ιリ1 h"

g',工ι,//Sι'hιリ'1/kheⅡ 11を1」1ιlei ι/eδ 19.ノα/jrhmπんり"/」'(BCTⅡn,2006),1〕. S ). S. Borns,'1井 Dcfensc of 【be Dcad.

Nlalcria1稔i"g n Gardcn of R引11Cmb口lncu i" south', The JOIUリ1n/ ql'001'edぶ,■,1 and Bch'ιf 12,2 (201の, P. 157,

は、現作の宗教的Ⅲ物の展ポについて、朕示物との近距離.での接触が、見学打に醇なるものとそうでな

いものについての強い感覚をり・えることを指楠しているか、この議JN劇藍氾的喫洌にも害易に転川川'能

Cd)ブ)う。

怖、1)帝政期ドイツで新たに創詮されたノ、類学1.川勿館における民族は的堤示物の1."御な点昧に0いては、 1ソ、下

を参!(a. H. G. PC11ny,0力je'Y QI" CⅡhmで,εがNI0/0且デ a円イ1Eがυ10gπIphk, A/use"m$ hl hju)er丘」16e"hony 〔London c{

;11.、 2002}, A, zln】nlcrt眺an,.イn/jlrop010gl'ι1灰1'111i11m11ahis"1 hl /nリJ四J.m/ 6e1リ11a11」., slolzig_.,1'i・ika a111 A11n、ι,1n11πil

r'4e,1mlde#"βιリΥhl.

怖5}他力、エキゾチックな見世物で使彪ざれる多くの班物は、人謬i学1,糾城官にも受け人れられるようにな0

た。サモアについての展示ば、その一例である。こうした見世物で使解されたⅢ.物は、現在ミニンヘン

の人麺学博物鮪に展示・所薩されている。以下を参!照。 H. T110de、Arora(ed.), Fmm somoa ",i/h ιOW?

Sa"Joa・1/olkιリ'schaue"力非 Deυ6でhon K"i$e,'1'ekh.ι'ole§r)N1でⅡSUιノ1ι.(Mtinchen,2014)

(56)当時、博物鯨よりも多くの見学者を態き0けたロンドンの伝逃屡覧会につぃては、以下を央畷。 A.E,

Coombcs、 R亡h"'e打h',jg 'り}り'ca, AI"le11"1S' Alaleriol C11hul'e α11d poPⅡlar lnlagihalio" i」1 ιole pkl01・ia" 011d

εdⅡ'm'diιm ιhg/alk/(Yale,1994), PP.161-85.了i:#文胴のまなぜしについては、以下を参1難。 N. Thomns,

ε円mりgled0ωιCIS. Exd1則1宮e,Jva/eria/ CN/hUで a打d co/0"ia加njiπ lhe1コaCリ1C (cambridge,{991).トーマスは、

ある艇物は「野蛮さのしるし」として理.1界され、別のものは「1Ⅱ磁にある人迫性のしるし」であり、住

民か伝近を受けノ、れる可能性を有することを示していると解,釈されたことを指楠Lている(P.162)。バ
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ルメンの伝道展覧会に 0いては、 1ソ、"ドも参熈1。 A. D6mcr,,von ei"erse11Samcn Missionsroiso". Die

V61kcrkU11dⅡCI]en AⅡSste11Lmge11 de]' Rheinischcn MissionsgcsC11SC11Ⅱfl (Mas[er TI】csis, G61"ng引)、 2016); A.

D6rner、"'von ciner sC11Sanlcn Nlissionsreise"、 Dic poelics U11d politics cincr AUSSI0Ⅱlmg'、 in RalsC11iⅡCr /、VCり引1,

1セJゾ/odリψle A打S$i0円e11, PP.141-62

係7)この伝道朕覧会の魅力の別の理由は、入場劣ψy女さと、地元の司祭による、散区1'1者たちに見学を勧き

かける、 1'覇澁的かー)一上t したτ〔伝i舌Ⅱ山であった。 L_ RalsC11i11CT,'"Die za11bereispie11in K丑men糊 ei"c bosc

R011e!" Dio et11n0Ξ「a折Schcn A11SSIC11L川gen dcr BaseleT Missi011 a 908-1912)', i""nbcrm貼ノ H61ZI-viSぶi011

G/ohal、 PP.241-64.

伍8) Habcr"〕as,'C010nies in ホe coun{ぽSide'.

{5剖 Burris,五:ujihi/hlglteligi0井.

(6剖幻、下の皿i!斗Ⅱ御な研究をみよ。 J. Lloyd, Ge1リ"011 εXPI'es'ヅ0Ⅱi$"1. PI'hJlinvi.打Ⅱ'md Alode」リⅡ0'(Yι11C,1り91).ぎら

に参!難。 E. BⅡjok, De,・ι)10N己 Nei/el. U11ι/ι/ds Alihlchhel、 1/olkeJ'kιnldeJ11USι1σh (M山]CI】en,2009); A. soika, Dej'

刀・aι"打 1,0111 P"J・"ι/ie5,」1JιI× 1'11d ι、011e peeh.ゞ1ehJs kιise h1 ιlie siiι6ee (Biele拠ld et al.、 2016); R, Hobcr111as,'Beni11

Bron2Cη i111 KaiseTreich - odor lva「utn k010niale objekte so Yie1 入r旦CT macl】en'、/ナis/0」、ι夕Clje '川hj'0/)0/ogie,25,3

(2017). PP.327-52

(6D A. sch打lid,1乍/i$ふ、i0円工SnlJUJlhulg、 P、215.

{62}参!掘。 jen5Z / Ackc (eds.),ル1ム'5ionS ιⅡld Aledm,

{63} Hnhel'n1訊S,'C010nics i11the coun【rysidc'.

怖心しかし、これらの知の何"麗の相述はf大衆化の漣,'戈からは悦明することができない。大衆化は複緋な情

慌を害易に醐堺しうるナラティプに圧締し、櫛■E化する心線的な隣係性を表している。突際には、より

広い火衆に広めら九た伝述の知と学術の山門家を対染とした伝道の知は同時に生み出され、棚互に形成

し、再形成した。向者はこうしてトップタウン的な強力な圧縮のプロセスではなく、強力な相互作用に

よりて紡ひ予1'けられた。おそらく、シコ、テフプニー・りミーダカ斗櫛邑した「演出」という用i轟がより適

御であみう。なぜなら、それは両力の女IW)パフ十ーマティブな次元を強,伺しているからである。この2

0の1"産物としての知の述いを紀述するのにどの用譜か適Wかは別にして、一方がより広いブd役を対象

とし、広告的目的のために纛図的に生迄されつつも、阿者力事密接に関述していたことは倒述いない。以

、ド忘参!1{1。 S. samida (ed.) 1ナ13'二e11iel'1e 11/iδ'W11'%'hq/1, Z111' POPI'1ι11'i$iel'1"jg l,OJJ "リSSιn h円/ 9./0/11'1π"1del'1

(Bielefセkl,20ID.シニテワプニー・サミーダはより州互作爪的な大衆化理解から出発しており、同様に

「知の泣獣U という栂念を参照している。

(65)より広い文1脈にっいては、 CMdC5ter、 saⅧge S柑佃那_PP.233圷、が、この分顛を1鮮築するうえでの青等戈研

3τ0)1女{判石ケ駁IPⅡしている。 Masuza、va, rhe hn,ど111ル川 q/ 11わ1'んi Rehgl'0井.; T. Asad、 FO」'1Ⅱah'OH.9 qf'1/地 Seailal:

Chrij'/i0Ⅱi理/S/am, JV0ι/e1リ1io'(stnnfbrd,2003)

(6励 V Keck_'Repres01111ng Ne、、, GⅡine且ΠS i" CC口"an c010niel L証eraキUre、, poiι/el0πa. Ali11eih"」冬e"ニ"1'κ"hlu'kunde,

54{2008〕、PP_69-71,は、槌民地行政智や探検家と比效して、宣教師たちは「異救徒」ともはや「異教徒」

のグループに属さないが、まだキリスト教徒、真のキリスト教徒とはいえない者の定義に染小する傾向

があ0たことを強調してぃる。 Thomns,ε加mgたd0勿'ea,P.152,は、一方で魂を救い、他力で「乳教の

岱仰体系」を破壊しようとする、伝述沽動の両綻性を指摘している。トーマスは、宣效師たちが打児物」

を破壊しなけれぱならなか0たのは、それらがキリスト教の儀札と象戡によって散き換えられなければ

ならなか0たためであると論じている。 sadji, Das Bild des Nea「o・Afrik卸ers, P'認一97,は、刃ι」也の信仰体

系の極端な否定的鞭挑Ⅲを強f凋している。 A, P,010ukpona・Yinnon,'vom "Gehi圷帥"Z牡m " osofo", Der、V肋del

i凱 S始tus der aftik瓣lisc】〕cn M託arboitcr der NOTdde駐佑C1忙" Missi011in Togo',i" U. van der Heydon / H. stoeckcr

(ed$), iレ1is.「1'0111md uach/ hJI H々1J1ι/e/ PO/ilisC11el' 01'ie11/ieJ'」"jgeπ.ιln'0ノコ'i島てhe A,hssl'011工宮"'e/ムτゾ」qile11 hl

PO/i加Che" spm加mgエル1dem i打,m・M"""d"宇ien 二",i又.he11180o mHUり4S (stU11gart,2005), PP.149-58.
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怖7)この旨等之形成における伝逆i舌靈以こ潤する以下の先凱卯り研究は、即18年に完成する子定である。 K町。1i11

、veucn, Mission und Nlodemc. Thc010oischc Di5kurse zwischcn Afrika und 亘1ⅡOpa om EI]do deS 19. jahrhUⅡderls

(Dissertnlion Thcsis, G61til)gen, fbr小Comil)g),さらに谷!照。 R. H嗣ZI, Konversio"、 zivilisier1川g. E111、、,ick11川.
Kat110liscl】e Mission zwischen os[anikn urld Deulschlmld 1880-1945 (Habi11ntion Thosis、 G61tinge". fort11Coming

2018)・ K.、V引ル打/ R. H引ZI,'Negotiating 小C Fundamc"【nls? Ge丁1棚1Π Mi5Sions and 小e ExpcriC11Cc or 壮Ic conlact

Zonc,1850-1918'、 i" R. Habcnηas {cd,}、八legolia/hむ, ihe sea11al. a11ι1/he /te/i宮ioNs h11he GeJ,刑ι川ε"りh・e

刀'ah,ゞ,m/ionι1/,UJI?mac/1e3'(NC、V York cl 01.、血T撫Comiηg 201り)"

怖鋤祠時に、裂覧会において髪示され大:1呪物ほ、ヨーロッパから述'く離れたエキゾチックとされる刑ツ,に対

する1打Eの見力を生み1」、1すとともに、見物客たぢに被ら良身の世界にかんする"え力、感蟻、点H、端

伽を形戒することになった。宗教研究と伝廼研究ほ、こうした事物に魅了さ九、寸ぐにその研窕に脚心

を方ミー上ようになく)ノご、 11、F1卜擢{、 R,」. Bnitd,'HOW Roli宴ion beC引器亡 Scie11tinc、, in A. L. Mole"di'k and 11 PCIS

(cds),1toligion m がle '1mkh,g,フノ,C ε加剖:q0加' U/1/κ,scie,忙e、9 ψ'Re/igi0Π(Lcidon et al、、{99S)_ PP.205-2り

桁9〕 Talsuo Murakm]]i、 FoliS11ism,2001, P.185

(70) H.、VC器dt, oie "Jissi011aJ'iSιhe GιW/1SC/牝リi. Alikl、0ぶh'14'hイ」てり」ιh1ιリ・ ko/0Ⅱia/C" G/oho/i5kリ,10jg (stU壮g【1rl,20U )、.
2141Υ.

【71} R, Ailkon / E、 Roscn11an, n/ι"'k 6el'"10π乳 r/1四 A1ι'力lg ιlhι/ UJlnlaki"g ιゾa oiιIS/コ0J・a con」1111Ulin、/^9^94、1960

(cnnlbrid冬C,2015). P.3り.

(72)五教師たちによる非キリスト救のln仰体系を冉発寸る多くのリi,例にっいては、以、Fをヂよ。 va11d俳

ⅡCydcn and slocckcr、 AliNlio" 1Ⅱld'Vικ/π.

(73)〔インドにおいてイ脳ki,η此を行った〕ハレ伝近Π1のような近批の伝廼浦が、 11n?を伝える1.1・染となる人

びとに対'してより鬪かれた態度をと 0ていたと選'えるかどうかは、いまだ1'ヤ.1分の出てぃない膨題で島

る,11、1t をで;゛熊{凸 E、 Fihl,30o yC口rs of C荘ltural c01荘1【er concep【s at 、VO『k in s0Ⅱd】 1ndia, il]: H. Liebau / A.

NC11Ting / B, Kloslcrbc「g (eds,)入lilj'ioJI U11ι/ Forj'ι'hli」1g.刀'aJIS'10ka/ι,ΠテSSCJI、^Pr0ι/11kliojl :11・ise/1',」1 h1ιlie111i11ι1

ι10'opa iπリ占'1nπ1/9./a/訂ゾⅡn1ι1'り.1, H;1能020 ! 0, PP2792Sり,284仟.

(74) 1リイ下からの弓υU、 C. Hcrber{, cuhtⅡでα円d/1110njie. EがⅡ10gπリJhル h"aghⅢli011in /he <!h加kゼリ11h cen110:ν{chiC証,0
Ct nl., 199 ", P.152.さらに見よ。 cinnnmon,'Missi011n『y Expcr【isc'、 P、 417.

05)この磁界はいわゆる人道的な語りに満ちており、その,彫述はΠ也名に対する共感を生み出すために、肉

イ永的苦し J'に1咲.点がt片て巧れている」(T."nⅡn爪ync、'1{{粧謡n北ari劫 Narrntivcs, K1抑Wlcdgc and ulc politics

Of MissioD :1nd Eml)iTC'、 socia/ Sι,kリ1ιeS ιmr/λ/i$siohs,24、 2B (2011〕, PP.233-64, ot p.237).

こうした折たな語りの出現は、ドイツでは帝政期まで遡ることができる。そこでは、たとえぱ女性のキ

リスト靴化にっいての立教蔀の曾遵力÷女性の地位向上として譜られることになる。社今評論宗としての

立教師の存在は一艇的であ0た。こうした語IX土共感と1司・排の所たな形態を生ふ出したが、それはでき

るだけ多くの人ひtに伝迫団への富付を促すため1ン必斐とされてぃたものであ。た。彼らはまた、剛発

最"弁学のJ繋を削いれぱ、今Hの先進1ヨと発屍途上圃の問の情講と感情による結びっきにも待liした。

11千'を参旦ミ0 E. F. KC"1, C01ハ'e1ΥhJg 11b"Nリ1. GeJN立リ'α"dlJJ力/eS1α11/ ch1ゾ'h'a打i4, hl co/劇lio/SO"1h /JNiio (oxford

el al.、 2004); H61ZI, KODve玲ion, ziviliscrung、 Entwicklung; G、 A' oddic./nlaghleι/ 1/ihdⅡis"1,βJ・i加h ノコπ」/e.gm1π

'11i甜ioJlal:1, COJI.UI'1ich'OJI」'々/'/ナiJldliiS111./ 793-/900 (Ne、V Delhi et al.,2006)

グローパル・ヒストリーのなかの宗教伝迦:1[枇剖也時代における知の地彪
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